

















S. E. )は原生林、孤立林、焼き畑後 20年以上、焼き畑後 5年以下でそれぞれ、 3.32:t O. 85， 
3. 36:t 1. 46， 0， 0で、原生林、および孤立林では焼き畑を経験した森林よりも有意に多かった
(pく0.05，Tukey' s HSD)。一方、ハシリハリアリの平均コロニー数(:tS.E.)はそれぞれ
2.01土0.77，6. 57:t2.29， 6.04:t2.18， 3.64:t1.32でサイト問で有意差は検出されなかった
(P=0.77， ANOVA)。ピッ トフォー ノレ トラップによるアリの個体数もサイト間で有意差は検出され
なかったが(P=O.26， ANOVA)、焼き畑を経験した森のほうが原生林・孤立林よりも 2倍近く多かっ
た。すなわちアリ類の上位捕食者のうち、ヒメサスライアリのコロニー数のみサイト間で異なり、
その影響は擾乱後 20年以上経過しても残った。このことは、撹乱の影響は同じ栄養段階にあっ
ても種によって異なること、およびいったん撹乱が入るとその影響は非常に長期間におよぶこと
を示している。ピッ トフォーノレトラップによるアリの個体数はヒメサスライアリのコロニー数と
は逆の傾向を示すため、 ヒメサスライアリのコロニー数はアリの個体数といった単純な餌量では
なく、選好性の高いアリ種のバイオマスや女王が飛朔で、きないことによる移動能力の低さ、それ
に伴う移動のコストによって説明されるのではなし、かと考えている。ハシリハリアリのコロニー
数にサイト間で、差がで、なかったのは、このアリがアリ類だけではなく、他の節足動物や小脊椎動
物など多くの生物種を餌にするため、比較的撹乱に強し、ためだろう。実際、住居近くや耕作地な
ど比較的撹乱の大きいと思われる場所でもハシリハリアリのコロニーはしばしば観察される。
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